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1 はじめに

動画コンテンツの意味的な検索や要約のためには、そ

のコンテンツへのメタ情報（アノテーション）の付与が

不可欠である。しかしながら、一般に動画に対する詳細

なアノテーションは非常にコストが高く、作成に時間が

かかる。そこで、いかにアノテーションコストを下げる

かという観点から、一般的なWebブラウザを用いて、
閲覧者による簡単かつ負担の少ないやり方で動画に対し

て実時間でのアノテーションを行うシステムが有用であ

る。また、複数の閲覧者のアノテーション結果を融合さ

せることにより、全体として高度なアノテーションとそ

の活用（検索・要約）が実現できると思われる。

2 Webブラウザによる実時間ビデオ
アノテーション

インターネット上から閲覧可能であるほとんど全ての

ビデオコンテンツに対し、一般的なWebブラウザを用
いてアノテーションの付与とその利用を行うシステムと

して、intelligent Video Annotation Server (iVAS)を構
築した (図 1)。ビデオコンテンツはインターネット上の
任意の場所にあり、Registration Serverを用いて登録す
る。登録されたコンテンツは Video Analysis Serverで
カット検出を行い、サムネイル画像と、時間情報をデー

タベースに保存する。これらの情報を元にして閲覧者

はWebブラウザを用いてアノテーションを行い、Video
Annotation XML Databaseに格納される。

ブラウザの画面は図 2のようになる。印象アノテー
ション（左）、動画 (中上部)、テキストアノテーション
一覧 (中下部)、サムネイル画像を用いたスクロール可
能なシークバー (右)になる。

ブラウザを用いて動画のアノテーションを行う場合、

インタラクティブに動画の解析処理をする事は処理速度
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図 1: システム構成図

図 2: ブラウザ画面

などの点で好ましくないので、あらかじめ解析を行いた

いコンテンツに対して前処理を行う必要がある。そのた

めに、あらかじめカット検出を行い、動画からカットの

時刻とサムネイル画像をサーバー上に保存するプログラ

ムとしてカット検出サーバーも作成した。カット検出の

アルゴリズムには、分割χ二乗検定法 [1]を採用した。
テキストアノテーションは、任意の連続するシーンに

対して、テキストでアノテーションする方式である。全

てのアノテーションには、検索や要約等の機械処理をし

やすくするために、コメントの対象（全体・映像・キャ

プション・音声・音楽・人・オブジェクト・場所など）、

種類（名前・状況説明・補足情報・感想など）も選択で

きるようにした（図 3）。さらに個々の書き込みに対し、
閲覧者が評価する仕組み（○・×のボタンを押す）を用

意し、閲覧者によってアノテーションの評価が行えるよ

うにした。

また、シーンごとに他の閲覧者がアノテーションした
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情報をリアルタイムに表示させるインタフェースを作成

し、シーンに対する補助的な情報を得ることができるよ

うに工夫している（図 2の下部）。

図 3: テキストアノテーション

印象アノテーションとは、ビデオコンテンツの雰囲気

や閲覧者の感情（例えば、面白い・つまらない・重要で

ある）などをボタンを押すだけでアノテーションできる

仕組みである。より面白いシーンでは「面白い」ボタン

をすばやく連打することによって行う。ボタンを押すこ

とによりその瞬間の前後に対し、正規分布をN(μ,σ2)
とすると以下の式でパラメータを付与する。∑

i=全ての印象アノテーション

N(ti, m)

ただし ti は印象アノテーションをしたメディア時間で

ある。mは定数であり、ボタンを押した時の前後の時間
にもアノテーションの効果を与える。

また、自分のアノテーション結果だけでなく、閲覧者

全体のアノテーションの結果も棒グラフによって表示し

ている (図 2左,図 4)。ボタンの数は最大 6個まで可能
であり、それぞれ任意の印象ボタンを作成できる。

図 4: 印象アノテーション

3 アノテーションに対する信頼度

不特定多数のユーザーによるアノテーションを扱うた

めには、アノテーションに対する信頼度を考慮する必要

がある。信頼度の計算方法として、「信頼できる情報を

たくさん書き込んだ人の情報ほど信頼できる」という原

則を元にして以下の方法で計算している。

あるアノテーションAkに対する信頼度は以下のよう

に求める。まず、Ak に対する評価 ek をそのアノテー

ションに○ (good)の評定をした人の数 gkと× (bad)の
人の数 bk により以下のように求める。

ek = d(gk + bk) × gk − bk

gk + bk

ここで、d(gk + bk)はサンプル数が少ない場合に評価値
を低く抑える関数であり、

d(x) = 1 − exp(τx)

とする。τ は常数。

次に、アノテーションを行う個人（ここではアノテー

タと言う）に対する信頼度 pを求める。これは今までア

ノテータが行ったアノテーションの評価の平均を信頼度

pとして、
p = d(n) × 1

n

n∑

k=1

eK

とする。これを元にして、そのアノテーションに対する

信頼度 rk を求めた。−1 < rk < 1であり、数字が大き
いほど、信頼度が高い。

rk =
αp + β(gk − bk)
α + β(gk + bk)

とする。ただし、αはアノテータ影響係数、βは評価の

影響係数とする。これにより、信頼度 rk を求める。

4 おわりに

動画像へのアノテーションに関する研究には様々なも

のがある [2, 3]が、一般にアノテーションにかかるコス
トが高い。また、Webブラウザを用いてビデオコンテ
ンツに注釈をつけようという試みは Emond [4]らのも
のがあるが、高度なアノテーションとしての利用を考え

てはいない。そこで、本研究では、Webブラウザを用
いて「多数の閲覧者から少しづつ情報を集め、全体とし

て有用な知識を得る」ことにより、少ないコストで動画

像にアノテーションができないかと考え、そのために問

題となる、閲覧者にとっての負担、また付与された情報

の正確さの問題に対し、直感的なインタフェースの構築

と、信頼度の計算を行うことにより一定の解決策を示し

たと考えている。

参考文献
[1] 長坂晃朗,田中譲. カラービデオ映像における自動索引付け
法と物体探索法. 情報処理学会論文誌, Vol.33, No.4. 1992.

[2] 山本大介,長尾確. 半自動ビデオアノテーションとそれに
基づく意味的ビデオ検索. 情報処理学会第 65 回全国大会.
2003.

[3] Katashi Nagao, Shigeki Ohira, Mitsuhiro Yoneoka.
Annotation-based multimedia summarization and trans-
lation. In Proceedings of the Nineteenth International
Conference on Computational Linguistics (COLING-
2002). 2002.

[4] Bruno Emond, Martin Brooks, Arnold Smith. A Broad-

band Web-based Application for Video Sharing and An-

notation. The Ninth ACM Multimedia Conference.

2001.

3－128




